
　今週の月曜日の3限目からインフルエンザにより、水曜日まで学年閉鎖となりました。今後も、様々

な感染症が流行る時期です。これから、多くの感染症から身を守るためにも、手洗い、うがいの徹底

と、また休み時間には喚起をしっかりと行っていきましょう。

　今回の閉鎖を受けて、回復授業が行われます。日程は12月10、11、12、23、24日に行います。

詳しくは、保護者案内プリントを確認していただけたらと思います。よろしくお願いします。
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意識から無意識に！！

　いよいよ2学期も残すところ1カ月を切りました。2学期も多くの行事があり、慌ただしい日々を過

ごしたと思います。特に初めての行事ばかりだったので、大変だったとは思いますが、気持ちを切り

替えて学習と学校行事の両立が図れたでしょうか。残り1ヶ月で2学期の振り返りをし、良い形で、3

学期につなげてほしいと思います。

　さて、先日、「凡事徹底（ぼんじてってい）」について、学活の時間をお借りして、お話をしました

が覚えているでしょうか。「なんでもないような当たり前のことを徹底的に行うこと」という意味が

ありましたね。

　イエローハットの創業者の鍵山さんや、パナソニックの創業者である松下さんは、社会で活躍でき

る企業に成長させるにあたり、従業員には3つのことを意識させていました。一つ目は「挨拶・言葉

遣い」。二つ目は「整理整頓」。三つ目は「掃除活動」です。この3つは、社会に出ても必要なことで

あると教えてくれています。けれど、社会に出てからこの3つの力を身につけることはかなり難しい

ことです。だからこそ、中学生であるみんなには、今からしっかりと意識をし、いずれ無意識に実践

できるようにし、自分のものにしてほしいと思います。

　また、「休み時間の間にきちんと次の授業の準備をして待つ」、「黒板をきれいにする」、「机を揃え

る」、「困っている人を手助けする」など、決して目立つことではありませんが、そうしたことに目を

向けて、コツコツと取り組むことにも実は大きな価値があります。現代社会には、目に見えるところ

を飾り立てたり、目に見える短期的な成果ばかりを追い求めたり、大意に流されがちだったりする風

潮がありますが、目に見えないところや目立たないところを磨き上げることもとても大切なことで

す。自分のできることをコツコツと継続するその積み重なりが大きな成果を生むことにつながりま

す。「何気ない当たり前のこと」をしっかりと行う「凡事徹底」を意識してください。「凡事徹底」か

ら無意識な習慣化が図れると本物です。よき習慣は、年齢関係なくできていると素敵です。


